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１．点検対象ウェブサイト

□中央省庁、マスコミ、パイロット地域自治体ウェブサイトのトップページについて、Ｊ－ＷＡＳを使ってア
クセシビリティ点検を行った。

□点検対象は以下の１５４サイト。（2002年4月時点では銀行の合併により１５２サイト）

＜中央省庁（３６サイト）＞

首相官邸、人事院、内閣法制局、内閣府、
宮内庁、警察庁、防衛庁、防衛施設庁、

金融庁、総務省、公正取引委員会、
公害等調整委員会、郵政事業庁、消防庁、

法務省、外務省、財務省、国税庁、
文部科学省、文化庁、厚生労働省、

社会保険庁、農林水産省、食糧庁、林野庁、
水産庁、経済産業省、資源エネルギー庁、

特許庁、中小企業庁、国土交通省、気象庁、
海上保安庁、海難審判庁、環境省、

会計検査院

＜民間企業（９５サイト）＞

ＮＨＫ,日本テレビ,ＴＢＳ,フジテレビ,テレビ朝日,テレビ東京,朝
日新聞,日経新聞,読売新聞,毎日新聞,産経新聞,共同通信社,時事通
信社,よみうりランド,横浜八景島シーパラダイス,ユニバーサルス
タジオ・ジャパン,ハウステンボス,日光江戸村,としまえん,東京デ
ィスニーランド,西武園ゆうえんち,サンリオピューロランド,後楽
園ゆうえんち,富士通,日本電気,日本IBM,コンパック,東芝,セイコ
ーエプソン,アップルコンピュータ,日立製作所,SONY,松下電器産業
,NTTグループ,KDDI,日本テレコム,東京電話,ａｕ,ＤＤＩポケット,
Ｊフォン,ＮＴＴドコモ,アステル,ツーカー,バンダイ,任天堂,トミ
ー,タカラ,セガ,ナムコ,カプコン,コナミ,タイトー,ハドソン,本田
技研工業,マツダ,スズキ,いすゞ自動車,三菱自動車工業,富士重工

業,ダイハツ工業,トヨタ自動車,日産自動車,光岡自動車,
ASAHIネット,JustNet,ぷらら,DION,Sonet,DreamNet,@ニフティ

,BIGLOBE,ODN,Panasonic Hi-HO,大阪近鉄バファローズ,オリックス
ブルーウェーブ,西武ライオンズ,千葉ロッテマリーンズ,中日ドラ
ゴンズ,日本ハムファイターズ,阪神タイガース,広島東洋カープ,福
岡ダイエーホークス,ヤクルトスワローズ,横浜ベイスターズ,読売
ジャイアンツ,アイワイバンク銀行,あさひ銀行,三和銀行,シティバ
ンク,第一勧業銀行,大和銀行,東海銀行,東京三菱銀行,富士銀行,三

井住友銀行

＜地方自治体（１３サイト）＞

岡山県,福岡市,仙台市,横浜市,札幌市,川崎市,千葉市,
名古屋市,京都市,大阪市,神戸市,広島市,北九州市

＜大学（１０サイト）＞

北海道大学,東北大学,東京大学,名古屋大学,京都大学,
大阪大学,九州大学,一橋大学,早稲田大学,慶應義塾大学
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２．点検方法

□トップページの点検

　①各ウェブサイトについて、日本語で目次が書かれたペー
　ジを、Ｊ－ＷＡＳの「点検レベルトリプルＡ（優先度３）」
　で点検した。

　②優先度ごとに見た「問題点」の数（点検結果に表示され
　た×の数）と、「問題項目」の数を数える。

□フレームのあるページの点検方法

　①フレームセットを定義しているHTMLと、フレームを構
　成する各HTML（例えば右側に表示されるページ、左側に
　表示されるページ）をそれぞれ別々に点検する。

　②各ページの「問題点」の数を足し合わせる。

　

問題項目：

２項目に問
題あり。

□ここで言う「トップページ」とは、各ウェブサイトの全体をまとめた日本語メインメニューのあるページ。

□タイプ別に複数のトップページがある場合は、原則として「HTML版」を対象とした。

□各ページの点検は、J-WASが行う「自動点検」のみ実施した。

□2002年4月の調査は、各ウェブサイトのトップページ（メインメニューページ）のみ対象とした。
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３．点検結果の概要

３－１　2001年8月時点での概況

□ 平均して１頁あたり100箇所以上の問題点が検出された。

□ 全体に、トップページの方がそれ以外のページよりも問題点が多く見つかった。

□ 民間企業のウェブサイトの方が問題点は多いが、官公庁・地方自治体のウェブサイトもアクセシブルとは言いがたい。
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３．点検結果の概要

３－２　2001年8月と2002年4月の点検結果の比較

□ ジャンル別に見ると、地方自治体と大学ではアクセシビリティの改善が見られた。

□ 官公庁、民間企業では、改善されたウェブサイトもあるが、調査対象サイトの平均ではむしろ問題点の数が増えている。
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３．点検結果の概要

３－３　民間企業サイトのアクセシビリティ

□ 民間企業をさらにジャンル別に分けると、マスコミとプロバイダーのサイトで問題点の数が多い。これは、対象ページのテ
キストコンテンツ量の多さも影響している。

□ 個別には改善されたサイトもあるが、ジャンル別の平均で見ると電話会社以外はあまり改善されていない。

□ 自動車メーカーのように、従来はフラッシュ中心だったページをテキスト中心に変えた結果、点検結果が悪化したケースも
ある。
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４．アクセシビリティが改善されたサイトの例

□ トップページの点検結果を見ると、以下のウェブサイトでは問題点の数がかなり減少しており、アクセシビリティに配慮し
たページの改善、作り直しをしたことがうかがえる。

□ ただし、これらのサイトでも、問題箇所をすべて無くし、レベルAの評価を得られたのは３サイトのみであった。

優先度
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優先度
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優先度

２

優先度

３
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優先度

１+

優先度

１

優先度

２

優先度

３
合計

内閣法制局 6 0 13 2 21 0 0 9 2 11
防衛庁 ● 27 0 67 9 103 10 0 45 8 63
国税庁 ● 40 0 640 16 696 1 0 264 3 268
食糧庁 11 0 82 2 95 1 0 76 2 79
海難審判庁 ● 21 0 27 14 62 7 0 18 5 30
岡山県 251 0 229 121 601 63 0 179 7 249
福岡市 ● 102 0 159 11 272 35 0 60 5 100
大阪市 ● 78 0 45 7 130 0 0 3 27 30
大阪大学 77 0 90 2 169 21 0 58 3 82
九州大学 ● 39 0 51 26 116 11 0 33 20 64
ＮＨＫ 22 0 260 16 298 7 0 197 13 217
日本テレビ ● 58 0 372 10 440 16 0 25 5 46
Ｊフォン ● 67 0 160 4 231 39 0 99 3 141
ツーカー ● 153 1 194 12 360 66 0 16 2 84
セガ 100 0 94 4 198 0 0 4 2 6
コナミ 66 0 169 4 239 32 0 112 3 147
ぷらら 177 0 451 13 641 89 0 244 6 339
@nifty 90 0 438 4 532 15 0 149 3 167
ODN 187 0 530 37 754 71 0 193 7 271
中日ドラゴンズ ● 23 0 33 24 80 5 0 23 4 32
横浜ベイスターズ ● 24 0 81 10 115 2 0 11 3 16
読売ジャイアンツ ● 45 0 151 9 205 9 0 58 3 70

2001年8月 2002年4月フ

レ

ー

ム
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５．アクセシビリティの変化の分布

□ 2001年８月と2002年４月の点検結果を比較すると、大幅に改善していたサイトは２２サイト、やや改善していたサイトは２
４サイトであり、これらをあわせると点検したサイトの約３割で改善が見られた。

□ しかし、一方で全体の４割弱のサイトでは点検結果が悪化しており、特に２５サイトでは問題箇所数が大幅に増加していた。

□ このように、一部サイトでアクセシビリティが改善しても、大幅に状況が悪化するサイトがあるため、全体としてはアクセ
シビリティの改善傾向は明確にならなかった。
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大幅改善：優先度１以上の問題箇所と全問題箇所数が
ともに減少し、特に、優先度１以上の問題箇所数が
半数以下になっている。

やや改善：優先度１以上の問題箇所と全問題箇所数が
ともにやや減少している。

横ばい：前回とほぼ同じ結果、もしくは優先度１以上
の問題箇所数と全問題箇所数のどちらかが減少し、
もう一方が増加している。

やや悪化：優先度１以上の問題箇所数と全問題箇所数
がいずれもやや増加している。

大幅悪化：優先度１以上の問題箇所数と全問題箇所数
がいずれも増加し、その一方が２倍以上に大幅に増加
している。



8

６．この評価の問題点、留意点

□ 多数の問題箇所が指摘されるページでは、ページデザインの考え方により大量に同じ問題が発生するケースが多く見られる。

□ アクセシビリティの考え方の違いによって、J-WASが指摘してしまう問題点もあり、必ずしも問題箇所数が多いウェブペー
ジが「アクセシビリティが低い」と言い切れるわけではない。

１）「画像に代替テキストが用意されていない」

⇒　　スペーサーGIFの多用
⇒　　読み上げしたくない画像に敢えて代替テキストをつけない

２）「各種要素の大きさや位置が固定単位で指定されている」

●ひとつのページ内で大量に発生するケースが多い問題点

●必ずしもアクセシビリティ上の問題とはならないが、J-WASが指摘する問題点の例

１）文字の大きさをスタイルシート内で固定単位で指定している場合。
　　　　　　⇒　スタイルシートを外すことにより、ブラウザ側で文字拡大が可能になる。

２）読み上げさせたくない画像に「Alt=“”」というAlt指定をしている場合。
　　　　　　⇒　J-WASでは「Alt=“ “」（スペース）のみ認めている。


